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本
市
で
は
、配

偶
者
等
か
ら
の
暴

力（
Ｄ
Ｖ
）が
重
大

な
人
権
侵
害
で
あ

る
と
の
認
識
に
立

ち
、Ｄ
Ｖ
の
防
止

と
被
害
者
の
保
護

を
図
る
た
め
、「
配

偶
者
等
か
ら
の
暴

力
対
策
基
本
計

画
」の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
計
画

は
、「
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」

第
二
条
の
三
第
三

項
に
基
づ
く
市
町

村
基
本
計
画
で
、

本
市
が
取
り
組
む

Ｄ
Ｖ
施
策
の
方
向

を
示
す
も
の
で
す
。

　

学
識
経
験
者
ら

十
一
人
か
ら
な
る

原
案
策
定
委
員
会

を
設
置
し
、計
画

策
定
の
た
め
今
年

八
月
か
ら
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、中
間
ま
と
め
を
し
ま
し
た

の
で
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
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�
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十
二
月
二
十
四
日
〜
平
成

　
　
　
　
　
　

二
十
三
年
一
月
二
十
四
日

�
�
�
�
�

　

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、ご
意
見
に
は

　

テ
ー
マ（
件
名
）・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

　

号
を
明
記
し
、郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

　

男
女
共
同
参
画
推
進
担
当
へ
。

※
電
話
・
窓
口
で
の
口
頭
に
よ
る
ご
意
見

　

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
す
る
場
合
は
、メ
ー

　

ル
に
直
接
書
き
込
む
か
、添
付
フ
ァ
イ

　

ル
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。添
付
フ
ァ

　

イ
ル
は
、マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
・

　

テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
い
ず

　

れ
か
で
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
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�

　

十
二
月
十
五
日（
水
）か
ら
、市
役
所
北　

館
一
階
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
・
ラ
ポ
ル
テ　

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
・
保
健
福
祉　

セ
ン
タ
ー
・
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　

の
ほ
か
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧　

い
た
だ
け
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

市
の
見
解
と
と
も
に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
「
芦
屋
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」（
素
案
）

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
二
人
の
か
た
か
ら

次
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
意
見
の
要
旨
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市

の
考
え
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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�
�
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子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
術
を
高
め
る
た
め
、
普
段
か
ら
自
分
の

意
見
を
わ
か
り
や
す
く
、
き
ち
ん
と
述
べ

る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

�
�
�
�
�
�
�

　

本
計
画
で
も
、
普
段
の
授
業
の
中
で
観

察
・
実
験
、
調
査
、
研
究
、
討
論
な
ど
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
に
自
分
の
考
え
や
意
見
を
的
確
に
表
現

す
る
力
を
養
う
活
動
に
重
点
を
お
い
て
お

り
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�
�
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�
�
�
�
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�
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い
じ
め
を
な
く
す
こ
と
が
必
要
。
先
生

が
多
忙
で
あ
れ
ば
、
い
じ
め
対
策
の
先
生

を
配
置
し
て
ほ
し
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

本
計
画
で
も
、
い
じ
め
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
対
応
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
い
じ
め
の
実
態
把
握
の
た
め
の

日
常
の
取
り
組
み
の
充
実
や
、
教
員
が
子

ど
も
の
悩
み
な
ど
を
受
け
止
め
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
「
心
」
を
支
え
る
シ
ス
テ

ム
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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公
立
中
学
校
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
子
ど

も
も
保
護
者
も
私
立
中
学
校
へ
の
進
学
を

考
え
ず
、
の
び
の
び
学
校
生
活
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
と
良
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

本
計
画
で
も
、「
信
頼
さ
れ
魅
力
あ
る

学
校
園
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
こ
と
を
重

点
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
公
立
学

校
が
子
ど
も
や
保
護
者
、
地
域
に
と
っ
て

魅
力
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
教
職
員

の
資
質
・
実
践
的
指
導
力
の
向
上
、
教
員

の
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
、
快

適
で
魅
力
あ
る
学
習
環
境
の
整
備
等
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
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時
代
が
変
わ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、学
校

の
統
廃
合
や
新
設
も
良
い
と
思
う
。芦
屋
浜

地
区
・
潮
芦
屋
地
区
の
住
民
年
齢
構
成
を
十

分
加
味
し
て
見
直
し
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

潮
芦
屋
地
区
に
小
学
校
が
で
き
る
に
は
、

何
人
以
上
で
、い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

�
�
�
�
�
�
�

　

本
計
画
で
も
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
数

を
考
慮
し
た
学
校
園
配
置
に
つ
い
て
も
取

り
組
み
の
一
部
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

校
区
の
見
直
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市

は
、
特
に
学
校
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

と
の
結
び
つ
き
が
強
い
こ
と
か
ら
慎
重
に

対
応
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
潮
芦
屋
地
区
の
小
学
校
建
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
集
会
所
ト
ー
ク
等
で
ご

要
望
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の

潮
芦
屋
地
区
の
開
発
の
進
捗
状
況
や
児
童

数
の
推
移
を
勘
案
す
る
と
、
現
時
点
で
は
、

建
設
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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子
ど
も
に
本
を
読
む
習
慣
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
た
め
、
小
学
校
の
各
教
室
に
「
学

級
文
庫
」
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

�
�
�
�
�
�
�

　
「
学
級
文
庫
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
実

施
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
が
、
読
書

活
動
が
さ
ら
に
広
が
り
、
充
実
し
て
い
く

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ジ
等（
氏
名
等
非
公
表
）で
公
表
し
ま
す
。

　

個
別
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
三
年
一
月
十
七
日
で
、「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
」
か
ら
十
六
年
を
経
過

す
る
に
あ
た
り
、
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
た

�
�
�
�
��
�
�
�
�

め
「
１
・
１
７
芦
屋
市
祈
り
と
誓
い
」
を
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

�
�
�
　

平
成
二
十
三
年
一
月
十
七
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
七
時
〜
午
後
五
時

�
�
�
　

芦
屋
公
園
内（
浜
芦
屋
町
）

　
　
　
　
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災 
慰
霊
と

　
　
　
　

復
興
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
前

�
�
�
　

記
帳
・
献
花

�
�
�
�
�

※
献
花
用
の
花
は
、市
で
用
意
し
ま
す
。

※
供
花
・
供
物
等
は
、固
く
辞
退
し
ま
す
。

※
駐
輪
場
・
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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�������＜雨天決行・警報発令時は中止＞
���　１月17日（月）午前８時30分スタート（８時
受け付け開始）　���　川西運動場　���　人
と防災未来センター（ＨＡＴ神戸）までの10㎞を歩く
��������	
�※献花は、午後５時まで
���　１月17日（月）午前11時50分～午後０時30分
���　人と防災未来センター（ＨＡＴ神戸）

���

���

����

������

�����
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　市では、市民の皆さんの写真でつづった市制施行70周年記念写
真集「芦屋の四季・70選」を発行・発売しています。
　市制施行70周年の記念として、市民の皆さんがつづった現在の
芦屋風景を、お手元に１冊残しておきませんか。

　記念写真集「芦屋の四季・70選」は、下記で購入していただけます。
����　菊（Ａ４）判・120ページ（表紙等別）／上製本・カラー印刷
����　1,000円　
����　行政情報コーナー（市役所北館１階）・
　　　　　ラポルテ市民サービスコーナー
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�������　月若公園から

�� � � � �　読書フェスティバル
　　　　　　　　住み良い芦屋をつくるポスター展

��������　山手幹線「芦屋川隧道」の設備紹介

�� � � ��年末年始応急診療機関等のお知らせ

�������　写真で振り返る「芦屋市制の70年」

����
������������	
���������

���������	���������	���������	
��������
��������	
���������	
������������
��������	
�������������������������	
��
�������	
�����������������	���������������

① 8 :30
②12:00
③16:00
④18:15
⑤22:45
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�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
　

残
り
約
二
十
件〈
先
着
順
〉

�
�
�
�
�
　

所
定
の
申
請
用
紙
に
、①

　
　
　
　
　
　

国
の
補
助
金
交
付
決
定
通

　
　
　
　
　
　

知
書（
原
本
＊
確
認
後
返

　
　
　
　
　
　

却
）②
国
へ
提
出
し
た
補

　
　
　
　
　
　

助
金
交
付
申
請
書
兼
完
了

　
　
　
　
　
　

報
告
書
の
写
し
③
住
民
票

　
　
　
　
　
　

ま
た
は
外
国
人
登
録
済
証

　
　
　
　
　
　
（
申
請
書
の
住
民
基
本
台

　
　
　
　
　
　

帳
等
閲
覧
承
認
欄
に
署
名
・

　
　
　
　
　
　

押
印
が
あ
る
場
合
は
不
要
）

　
　
　
　
　
　

を
添
え
て
下
記
へ
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���　午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）　
���　第１展示室〈要観覧料〉
����「裸婦の楢重」と称され、豊饒かつ濃密な画業を
　　　　展開した小出の、大阪・神戸・芦屋での足跡を、作
　　　　品・資料約100点から振り返ります

���������������	
�����
���　①１月16日（日）・②23日（日）・③２月６日（日）・④12日（土）午後２時～３時
30分　���　講義室　���　①「散歩漫談～写真帖・フィルム・随筆にみる楢重
の足跡～」井須圭太郎本館学芸員/②「アトリエ建築漫談～楢重と建築家・笹川愼一に
ついて～」大阪芸術大学教授・山形政昭氏/③「ファッション漫談～楢重の見た･着た
ファッション～」神戸ファッション造形大学准教授・青木美保子氏/④「楢重漫談 ～
楢重の二元論的芸術論～」大阪芸術大学短期大学部教授・小出龍太郎氏（小出楢重の
孫）　���　60人　����　全４回1,500円（各回・500円）＊観覧料含む　���
��　往復はがきに、住所・氏名・年齢・電話番号・参加人数・希望日（各回の場合）を明
記し、１月７日（金）＜必着＞までに上記へ
�������	
����
���　12月19日（日）午後２時～２時30分　���　第１展示室〈要観覧料〉

�������������������	
�������������

�

�����
���　午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）　���　第２展示室〈要観覧
料〉　����ＪＲ神戸線のあゆみを、古文書や写真資料から振り返ります
�������	
����
���　12月25日（土）午後２時～２時30分　���　第２展示室〈要観覧料〉

���������������	
������������

�

����
���　午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）　���　歴史資料展示室　�
��　昭和のころの生活道具を展示

��������	����������������������������	�����������	
���

�������	
���������������	
��

�������	
��
�������	
����������������������

����������������	
��������������

���　12月23日（木・祝）午前10時30分～正午　���　講義室　���　柳谷郁
子作「夏子の系譜」　���　16人　����　2,300円　�����　上記へ

������������
���　平成23年１月10日（月・祝）
　　　　午後１時開会〈０時30分開場〉
���　ルナ・ホール

���　平成２年４月２日
　　　　～３年４月１日に
　　　　生まれた新成人
＊案内状がなくても、
　参加していただけます。
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�������	
�������
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市
内
に
事
務
所
ま
た
は

　
　
　
　
　

事
業
所
を
有
す
る
個
人

　
　
　
　
　

お
よ
び
法
人
で
、
次
に

　
　
　
　
　

定
め
る
低
公
害
車
を
購

　
　
　
　
　

入
し
よ
う
と
す
る
か
た

�
�
�
�
�
　

電
気
自
動
車
、
メ
タ

　
　
　
　
　
　

ノ
ー
ル
自
動
車
、
天

　
　
　
　
　
　

然
ガ
ス
自
動
車
、
ハ

　
　
　
　
　
　

イ
ブ
リ
ッ
ド
車（
い

　
　
　
　
　
　

ず
れ
も
新
車
に
限
る
）

�
�
�
�
�
　

車
両
本
体
等
の
価
格

　
　
　
　
　
　

の
５
％（
上
限
十
万
円
）

�
�
�
�
�
　

約
十
六
件〈
先
着
順
〉

�
�
�
�
�
　

所
定
の
申
請
用
紙
に
、

　
　
　
　
　
　

①
市
内
に
事
務
所
・

　
　
　
　
　
　

事
業
所
を
有
す
る
こ

　
　
　
　
　
　

と
を
証
明
で
き
る
書

類（
法
人
市
民

税
納
税
証
明

書
等
）②
購
入

す
る
車
の
カ

タ
ロ
グ
お
よ

び
見
積
書
を

添
え
て
、環
境

課
へ
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　市役所地下１階売店〈平日・午
前９時30分～午後４時30分〉・ラ
ポルテ市民サービスコーナー・
大利昭文堂（阪急芦屋川駅南側）
で、取り扱っています。
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�����　
　市役所北館３階の環境課
窓口で、１人１冊、先着300
人のかたに差し上げます。
　平日の執務時間内〈午前
９時～正午・午後０時45分
～５時30分〉に環境課へ。

��美をつむぎ出す手を持つ人”と評される假屋崎省吾が繰り広げ
る、繊細かつ大胆・華麗なる美の世界を、あなたも体感してみま
せんか？

�����　平成23年１月30日（日）午後２時30分開演（２時開場）
�����　ルナ・ホール＜全席指定＞
�� � �　前売3,000円（当日3,500円）　
��������　市民センター事務所・グリル業平・市役所売店・
　　　　　　ローソンチケット（Ｌコード55608）
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市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
削
減

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
今
年
度
か
ら
国（
Ｊ
‐
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）の

補
助
金
を
受
け
、
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
す
る
か
た
に
、
次
の
と
お
り

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
　

自
ら
居
住
す
る
市
内

　
　
　
　
　
　

の
住
宅
に
、
国
の
補

　
　
　
　
　
　

助
を
受
け
て
住
宅
用

　
　
　
　
　
　

太
陽
光
シ
ス
テ
ム
を

　
　
　
　
　
　

設
置
す
る
市
民
で
、

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
度
に

　
　
　
　
　
　

国
へ
補
助
金
の
申
請

　
　
　
　
　
　

を
し
、
国
の
補
助
金

　
　
　
　
　
　

交
付
決
定
通
知
書
を

　
　
　
　
　
　

受
領
済
み
の
か
た

�
�
�
�
�
　

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　

ル
の
公
称
最
大
出
力

　
　
　
　
　
　

1�
あ
た
り
三
万
円

　
　
　
　
　
　
（
上
限
十
万
円
）

�������	
���

�������	�����

���������������	�
����


